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「「放水、開始！放水、開始！」」
　10月13日に行われた秋季消防訓練にお　10月13日に行われた秋季消防訓練にお
いて、勝山市消防第4分団（平泉寺町管轄）いて、勝山市消防第4分団（平泉寺町管轄）
によるポンプ車操法が披露されました。によるポンプ車操法が披露されました。
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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

　森石さんは約20年前に京都から勝山市に移住さ
れました。もともと本が好きで、そしてその質感と
匂いに惹かれて「紙」も大好きだったそうです。せっ
かく福井県に来たんだからと、越前和紙と好きな石
粉粘土を使って、動物を主とした造形を始めまし
た。今ではあちこちで作品を発表しています。
　この年末年始にかけて大阪のデパートでの企画
展にも出品する予定があるそうで、現在は作品の製
作に追われています。
　最近では、福井新聞社が発行している月刊誌「ｆu
（ふぅ）」の連載記事にイラストを提供しています。
　最後に将来の夢について聞いてみたところ、「大
好きな古本屋をやりたい。」そうで、「本に関する小
物や自分の作品なども一緒に展示・販売できたらい
いな。」と、にこやかに話しました。

森石　おまり さん（46）
＝荒土町北宮地＝

「紙」に魅せられて

すてきに人生すてきに人生

作品に色つけ中の森石さん

ユーモラスな作品たち
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祝
！
白
山
平
泉
寺
発
掘
調
査
25
年

世
界
遺
産
講
演
会
を
開
催

ま
ほ
ろ
ば
開
館
１
周
年

館

周
年

ま
ほ
ろ
ば
ウ
ィ
ー
ク
開
催

ま
ほ
ろ
ば
ウ
ィ
ー
ク
開
催

　

平
泉
寺
歴
史
探
遊
館
ま
ほ
ろ
ば

は
、
昨
年
10
月
6
日
に
開
館
し
て

か
ら
1
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
10
月
3
日
か
ら
14
日
ま
で

を
「
ま
ほ
ろ
ば
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し

て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
、
3
0
7
5
名
の
方
が
来

館
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
館
以
来
の
入
館
者
数
は
３
万

５
千
人
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ほ
ろ
ば
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

白
山
平
泉
寺
の
歴
史
・
文
化
・
自

然
を
凝
縮
し
た
展
示
と
た
く
さ
ん

の
方
が
楽
し
め
る
よ
う
に
準
備
し

て
、
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「
平
泉
寺
は
日
本
の
中
世
に
お
け
る
地

域
寺
院
と
し
て
遺
跡
の
内
容
、
整
備
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
す
。」

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
や
修
道
院
と
同

じ
く
、
都
市
全
域
保
護
は
世
界
的
に
評

価
が
高
く
、
世
界
遺
産
を
目
指
す
価
値

が
あ
り
ま
す
。」

大阪市立大学
　仁木　宏 教授

奈良大学
　千田　嘉博 教授

講演内容から

お家の絵に色を塗ります平泉寺の地図に貼って
六千坊をイメージします

大勢の来館者で
　　　賑わいました

　

平
泉
寺
の
発
掘
が
始
ま
っ
て
か
ら
今
年
で
25
年
に
な
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
10
月
６
日
に
平

泉
寺
世
界
遺
産
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
は
も
と
よ
り
市
外
・
県
外
か
ら
合
わ
せ
て
約

2
0
0
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
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10
月
19
日
に
、
勝
山
駅
舎

改
修
と
周
辺
整
備
の
完
成
記

念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
え
ち
ぜ

ん
鉄
道
全
線
開
通
10
週
年
を

記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
お
昼
に
運
行

さ
れ
た
臨
時
列
車
は
、
鉄
道

フ
ァ
ン
や
家
族
連
れ
で
ほ
ぼ

満
員
に
な
り
ま
し
た
。

　

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
を
会
場

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ス

テ
ー
ジ
で
の
演
奏
や
飲
食

ブ
ー
ス
に
大
勢
の
人
が
訪
れ

て
い
ま
し
た
。

　　　勝山市電車利用促進会議
会長　杉平　信夫さん 

　えちぜん鉄道が10周年を迎え
られたことは、これまでの山岸
市長をはじめとする沿線自治体
首長のご尽力や、区長会を中心

としたサポーターズクラブの会員募集など、
様々な努力や工夫があってのことで、大変感
慨深いです。
　えちぜん鉄道を今後も残していくために、
みんなで力を合わせて「乗って残そう運動」
を持続させていくことが、本当に大事だと思
います。

勝山勝山駅駅舎リニューアル ＆舎リニューアル ＆
えちぜん鉄道全線えちぜん鉄道全線開通開通10周年記念10周年記念

新しい待合室は
レトロな雰囲気

写真上：臨時列車を見送る来場者
写真下：にぎわうイベント会場

式典と
イベント
開催！

式典でのテープカット式典でのテープカット

ひとことひとこと

新しい勝山駅舎新しい勝山駅舎
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中
村　

幸
子
（
45
）

平
泉
寺
町
平
泉
寺

　

健
康
教
育
と
特
別
支
援
教
育
の

指
導
実
践
に
取
り
組
み
、
学
校
教

育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

社
会
体
育
賞

白
木　

督
三
（
78
）
芳
野
町

　

多
年
に
わ
た
り
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

の
指
導
と
普
及
に
尽
力
し
、
社
会

体
育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

長
谷
川　

淳
一
（
70
）
郡
町

　

多
年
に
わ
た
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
指
導
と
普
及
に
尽
力
し
、
社
会

体
育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

社
会
体
育
功
労
賞

坂
上　

清
孝
（
78
）

　
　
　
　
　
　
　

平
泉
寺
町
大
渡

　

多
年
に
わ
た
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
指
導
と
普
及
に
尽
力
し
、
社
会

体
育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

山
口　

茜
（
16
）
平
泉
寺
町
小
矢
谷

　

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
・
オ
ー
プ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
２
０
１
３　

女
子
シ
ン
グ
ル

ス　

優
勝
（
史
上
最
年
少
、
全
種

目
を
通
じ
て
日
本
勢
初
優
勝
）

ス
ポ
ー
ツ
賞

南
茂　

幸
夫
（
40
）
元
町

　

第
29
回
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

男
子
35
歳

以
上
シ
ン
グ
ル
ス　

５
位

笹
木　

里
司
（
25
）
長
山
町

千
京　

尚
将
（
23
）

　
　
　
　
　
　
　

平
泉
寺
町
赤
尾

　

第
52
回
全
日
本
教
職
員
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

男
子
ダ
ブ

ル
ス　

優
勝

 

石
井　

翔
子
（
23
）
栄
町

　

第
86
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選

手
権
大
会　

女
子
距
離
10
㎞
フ

リ
ー　

優
勝

永
下　

尚
也
（
22
）
滝
波
町

　

国
際
ク
ラ
ス
別
肢
体
不
自
由
者

卓
球
大
会　

ク
ラ
ス
９
〜
11
ダ
ブ

ル
ス　

優
勝　

他

宇
田　

崇
二
（
22
）
元
町

　

第
68
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会　

距
離
成
年
男
子
Ａ
ク
ラ
シ
カ

ル
10
㎞　

優
勝　

他

学
校
文
化
賞

チ
ー
ム　

Ｆ
Ｋ
Ｔ（
成
器
南
小
６
）

　

Ｗ
Ｒ
Ｏ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
２
０
１
３

福
井
地
区
予
選
会　

ベ
ー
シ
ッ
ク

の
部　

優
勝

金
巻　

明
希
（
成
器
西
小
５
）

　

第
17
回
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ａ
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
全
国
大
会　

ジ
ュ
ニ
ア

Ｂ
部
門　

ア
ポ
ロ
奨
励
賞

佐
々
木　

悠
太
（
成
器
西
小
４
）

　

第
35
回
福
井
県
版
画
コ
ン
ク
ー

ル　

福
井
棟
方
賞

学
校
ス
ポ
ー
ツ
賞

中
村　

舜
（
成
器
南
小
５
）

木
田　

悠
斗
（
荒
土
小
５
）

　

第
21
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

４
年
生
男
子

ダ
ブ
ル
ス　

２
位　

他

斎
藤　

ひ
な
た
（
成
器
南
小
５
）

山
下　

夢
生
（
荒
土
小
５
）

　

第
18
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

４
年
生
女

子
ダ
ブ
ル
ス　

３
位

勝
山
チ
ャ
マ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　

６
年
男
子
チ
ー
ム

　

第
24
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会　

６
年
男
子
団
体
の

部　

３
位

勝
山
チ
ャ
マ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　

４
年
男
子
チ
ー
ム

　

第
24
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会　

４
年
男
子
団
体
の

部　

２
位

大
林　

拓
真
（
勝
山
南
部
中
２
）

　

第
43
回
全
国
中
学
校
体
育
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　

男
子
シ
ン

グ
ル
ス　

５
位　

他

上
田　

健
志
郎（
勝
山
南
部
中
１
）

佐
野　

聖
之
（
福
井
中
１
）

　

第
18
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

６
年
生
男

子
ダ
ブ
ル
ス　

２
位

松
村　

諒
（
勝
山
北
部
中
１
）

　

第
18
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

６
年
生
男

子
シ
ン
グ
ル
ス　

３
位

横
山　

楓
子
（
勝
山
中
部
中
１
）

玉
木　

遥
（
勝
山
北
部
中
１
）

　

第
18
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

６
年
生
女

子
ダ
ブ
ル
ス　

３
位

勝
山
南
部
中
学
校

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
34
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競

技
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

男

子
団
体　

３
位

宇
田　

彬
人
（
勝
山
高
３
）

　

第
62
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー

大
会　

男
子
距
離
15
㎞
フ
リ
ー　

優
勝　

他

長
谷
川　

晶
俊
（
勝
山
高
３
）

　

第
25
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス

キ
ー
大
会　

男
子
距
離
10
㎞
ク
ラ

シ
カ
ル　

４
位　

他

勝
山
高
等
学
校
ス
キ
ー
部

　

第
62
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー

大
会  

男
子
学
校
対
抗
の
部  

５
位

山
口　

茜
（
勝
山
高
１
）

　

第
64
回
全
国
高
等
学
校
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

女
子
シ
ン

グ
ル
ス　

優
勝

勝
山
高
等
学
校

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
41
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　

女
子
学
校
対

抗
の
部　

３
位　

他

勝
山
高
等
学
校

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
36
回
北
信
越
高
等
学
校
体
育

大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

男
子

学
校
対
抗
の
部　

優
勝　

他
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文
化
賞

田
部　

芳
弘
（
82
）
芳
野
町

　

多
年
に
わ
た
り
文
化
協
会
の
振

興
と
発
展
に
尽
力
し
、
文
化
向
上

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

文
化
功
労
賞

小
林　

清
一
郎
（
78
）
旭
町

　

多
年
に
わ
た
り
絵
画
の
指
導
と

普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

松
村　

信
子
（
71
）
長
山
町

　

多
年
に
わ
た
り
染
布
花
の
指
導

と
普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

大
道　

慎
治
（
52
）
旭
毛
屋
町

　

多
年
に
わ
た
り
吹
奏
楽
の
指
導

と
普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

文
化
奨
励
賞

久
保　

英
夫
（
70
）
昭
和
町

　

多
年
に
わ
た
り
詩
吟
の
指
導
と

普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

炭
谷　

要
子
（
76
）
芳
野
町

　

多
年
に
わ
た
り
俳
句
の
指
導
と

普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

多
田　

誠
治
（
76
）

　
　
　
　
　
　
　

荒
土
町
清
水
島

　

多
年
に
わ
た
り
菊
花
の
指
導
と

普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

今
井　

三
幸
（
63
）
野
向
町
龍
谷

　

多
年
に
わ
た
り
和
太
鼓
の
指
導

と
普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

学
校
教
育
賞

門　

憲
和
（
57
）
栄
町

　

国
語
科
教
育
と
音
楽
科
教
育
の

指
導
実
践
に
取
り
組
み
、
学
校
教

育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

学
校
教
育
奨
励
賞

山
中　

徹
夫
（
51
）
旭
毛
屋
町

　

社
会
科
教
育
と
生
徒
指
導
の
指

導
実
践
に
取
り
組
み
、
学
校
教
育

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

斎
藤　

治
（
49
）
遅
羽
町
蓬
生

　

算
数
科
教
育
の
指
導
実
践
に
取

り
組
み
、
学
校
教
育
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

　教育会館において11月3日、文化や学校教育、スポーツなど各分野で功績のあった44の個人
および団体が表彰されましたのでご紹介します。（順不同、敬称略）
※児童、生徒の表彰は各学校で行われました
問　教育総務課（教育会館２階）　☎88 ｰ 8111 

平成25年度 勝山市教育委員会表彰平成25年度 勝山市教育委員会表彰
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み
ん
な
で
守
り
、

み
ん
な
で
守
り
、

　
　

育
て
よ
う
勝
山
市
の
医
療
！

　
　

育
て
よ
う
勝
山
市
の
医
療
！

まとめ

　

昨
年
か
ら
12
回
に
わ
た
り
、
勝
山
市
医
師
会
等
の
協
力
を
得

て
掲
載
し
て
き
た
、
勝
山
市
の
医
療
の
現
状
に
関
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
の
内
容
を
、
ま
と
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
勝
山
市
の
医
療

　
　

主
な
問
題
点
と
課
題

① 

奥
越
で
出
産
で
き
る
よ
う
福
井

社
会
保
険
病
院
（
以
下
「
社
保

病
院
」）
を
奥
越
の
周
産
期
医

療
を
担
う
病
院
と
す
る
た
め
、

大
野
市
と
連
携
し
た
取
り
組
み

が
必
要

② 

透
析
・
循
環
器
内
科
等
の
医
師

の
確
保

③
救
急
医
療
体
制
の
確
保

④ 

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
受
診

率
を
向
上
さ
せ
、
病
気
の
予
防

及
び
早
期
発
見
す
る

⑤ 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す

る
中
で
、
在
宅
医
療
を
推
進

　

多
く
の
課
題
等
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。

◆ 

健
康
の
た
め
市
民
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
こ
と

子
ど
も
た
ち
に
は

① 

忘
れ
ず
に
健
診
及
び
予
防
接
種

を
受
け
る

②
睡
眠
を
十
分
に
と
る

③
手
洗
い
・
う
が
い
を
す
る

④ 

近
視
を
予
防
す
る
た
め
、
長
時

間
テ
レ
ビ
を
見
な
い
、
ゲ
ー
ム

を
し
な
い

⑤ 

運
動
の
前
後
に
は
十
分
に
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
て
、
痛
み
や
体
調

が
良
く
な
い
と
き
は
無
理
を
し

な
い

⑥ 

病
気
に
な
っ
た
ら
早
め
に
受
診

す
る
（
検
査
等
が
受
け
ら
れ
る

平
日
の
時
間
内
に
受
診
す
る
）

大
人
た
ち
に
は

① 

１
人
で
も
多
く
社
保
病
院
の
産

婦
人
科
を
利
用
す
る

② 

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
は
毎
年

受
診
し
、
精
密
検
査
が
必
要
と

な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
受
診
す
る

③ 

日
常
生
活
の
中
で
運
動
を
取
り

入
れ
る
（
通
勤
・
買
い
物
は
徒

歩
・
自
転
車
で
）

④
減
塩
な
ど
食
事
に
気
を
つ
け
る

⑤ 

将
来
の
大
き
な
病
気
を
防
ぐ
た

め
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
は

症
状
が
出
て
い
な
く
て
も
治
療

を
続
け
る

⑥ 

初
め
て
の
痛
み
や
い
つ
も
と

違
っ
た
症
状
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ

に
受
診
す
る
。
痛
み
は
体
の
赤

信
号
！

⑦ 

飲
ん
で
い
る
薬
が
全
て
分
か
る

よ
う
に
「
薬
手
帳
」
を
持
つ

◆
か
か
り
つ
け
医
を
持
と
う

　

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、
左
図
の
流
れ
で
受
診
す
る
こ
と
で
、
医
療
の

役
割
分
担
と
連
携
を
推
進
し
、
勝
山
市
の
医
療
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

HOSPITAL

HOSPITAL

まずはかかりつけ医から！まずはかかりつけ医から！

市内医療機関
（開業医、かかりつけ医）
病気や外傷の治療のみでな
く、疾病予防や健康管理な
ど地域に密着した医療を提
供します

奥越の中核的病院
（福井社会保険病院）

入院医療および専門外来医
療を提供するもので、主と
して地域の中核的病院が担
います

福井県立病院、福井大学医
学部附属病院など

高度で特殊な機器が整備さ
れ、専門的な医療スタッフ
による対応が可能な大規模
病院が役割を担っています

HOSPITAL

一次医療（初期）二次医療（入院救急）三次医療（特種・先進的医療）

逆紹介

紹介

逆紹介

紹介
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パトロールの様子

農
地
を
ま
も
る
！

パ
ト
ロ
ー
ル
で
農
地
の
有
効
活
用
を
促
進

パ
ト
ロ
ー
ル
で
農
地
の
有
効
活
用
を
促
進

〜
勝
山
市
農
業
委
員
会
の
活
動
〜

おめでとうございます

平成25年度全国自治会連合会
会長表彰受賞

第31回福井県交通安全県民大会
福井県知事表彰受賞

　10月18日㈮に埼玉県川越市で開催された見
出しの大会で、杉平信夫さん（77）＝本町３
＝が、多年にわたり住民自治組織の発展向上
に務められている功績により、全国自治会連
合会会長表彰を受賞されました。

　10月11日㈮に福井県生活学習館ユー・アイ
ふくいで開催された見出しの大会で、勝山市
から２名の方が、交通安全功労者として福井
県知事表彰を受賞されました。

齋藤　ケサミさん（69）＝荒土町北新在家＝

和田　勇さん（65）＝本町２＝

　

勝
山
市
農
業
委
員
会
（
斎
藤
一

男
会
長
）
で
は
、
８
月
か
ら
11
月

ま
で
を
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
月

間
と
し
て
、
優
良
農
地
の
確
保
と

有
効
利
用
の
促
進
す
る
た
め
、
利

用
状
況
の
確
認
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
市
内
全
域
で

毎
年
調
査
し
、
今
年
度
は
10
月
７

日
か
ら
15
日
に
行
い
ま
し
た
。
こ

の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
18
人
の

農
業
委
員
が
担
当
地
区
の
農
地
を

巡
回
し
て
、
農
地
等
の
状
況
を
把

握
し
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
で
遊
休

農
地
や
違
反
転
用
な
ど
を
発
見
し

た
場
合
は
、
農
業
委
員
が
所
有
者

に
意
向
の
聞
き
と
り
や
指
導
を
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
調
査
し
た
結
果
、
遊
休
農

地
は
約
12　

と
判
断
さ
れ
ま
し
た

が
、
農
業
委
員
の
地
道
な
取
り
組

み
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
広
さ
が

約
１　

解
消
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
地
は
、
食
料
を
生
産
す
る
基

盤
で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
財

産
で
す
。

　
「
農
地
の
買
い
手
、
借
り
手
を

見
つ
け
て
ほ
し
い
」「
耕
作
し
て

い
な
い
と
ど
う
な
る
の
？
」「
農

地
転
用
の
手
続
き
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い
」
な
ど
、
農
地
に
関
す

る
疑
問
は
、
担
当
地
区
の
農
業
委

員
や
左
記
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問 　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役

所
１
階
）　

☎
88
‐
８
１
１
５

ha

ha
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第
23
回　

勝
山
の
秋
の
色

　

秋
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は

勝
山
の
「
秋
の
色
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、

秋
と
い
え
ば
ど
の
よ
う
な
色
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
か
？「
青
」や「
緑
」の
イ
メ
ー

ジ
の
夏
に
比
べ
、
秋
は
「
黄
」
や
「
赤
」

を
挙
げ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
黄
は
、
水
田
、
刈
り
取
ら

れ
た
稲
穂
、
夕
日
に
輝
く
ス
ス
キ
の
穂

な
ど
、
赤
は
、
紅
葉
、
夕
焼
け
、
赤
と

ん
ぼ
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

◆
変
わ
る
勝
山
の
色

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
こ
の
色
が
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ス
ス
キ
の
あ
っ
た
場

所
に
は
、
外
来
種
の
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
が
居
座
り
、
30
年
ほ
ど
前
に
は

な
か
っ
た
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
す
。
紅
葉
や
黄
葉
し
て
い
た

広
葉
樹
は
、
ス
ギ
林
に
置
き
換
わ
っ
て

秋
も
緑
の
ま
ま
で
す
。
今
年
は
赤
と
ん

ぼ
の
数
も
、
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
み
な
さ
ん
は
、
こ
う
い
っ
た

変
化
に
気
づ
い
て
い
ま
す
か
？
勝
山
ら

し
い
秋
と
は
何
か
考
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ス
ス
キ
も
、
赤
と
ん
ぼ
も
、
紅
葉
も
な

い
勝
山
を
。
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
で
し
ょ

う
か
？
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
対
し
、

誇
り
を
も
っ
て
引
き
継
げ
る
色
で
し
ょ

う
か
？

◆
勝
山
ら
し
い
色
を
取
り
戻
す
運
動

　

現
在
、
鹿
谷
小
、
荒
土
小
、
三
室
小
、

北
部
中
の
児
童
生
徒
が
、
昔
な
が
ら
の

ス
ス
キ
の
あ
る
風
景
を
取
り
戻
そ
う
と
、

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
駆
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。
3
年
前
か
ら
活
動
を

は
じ
め
た
鹿
谷
地
区
で
は
駆
除
が
功
を

奏
し
、
ス
ス
キ
群
落
が
戻
っ
て
き
て
い

ま
す
し
、
遅
羽
町
で
も
目
立
つ
場
所
の

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
を
地
域
で
駆

除
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、
他
の
地

区
で
は
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

黄
色
い
花
を
咲
か
せ
て
い
る
今
が
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

　

種
を
ま
き

散
ら
さ
れ
る

前
に
で
き
る

だ
け
刈
り

取
っ
て
、
勝

山
ら
し
い
風

景
を
取
り
戻

し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

赤
と
ん
ぼ

に
つ
い
て

も
、
今
年
は
9
月
、
10
月
に
晴
れ
た
日

が
多
く
、
水
田
が
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
い
て

産
卵
で
き
る
日
が
限
定
さ
れ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
晴
れ
た
日
に
水
田
保
有
者

の
皆
さ
ん
が
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
で
も

水
を
入
れ
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
、
来
年

の
勝
山
を
彩
る
赤
と
ん
ぼ
が
増
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

勝
山
ら
し
い
色
を
何
か
考
え
、
何
を

未
来
に
引
き
継
ぐ
か
、
一
度
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

ん

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

本来の勝山にあった色を取り戻す　子どもたちからの取組み本来の勝山にあった色を取り戻す　子どもたちからの取組み

勝
山
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ま
つ
り
を
開
催
！

　

８
月
31
日
、
今
年
は
「
夏
の
縁
日
、

浴
衣
流
し
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
片

瀬
町
へ
引
越
し
て
初
め
て
の
「
市
民

活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
片
瀬
銭
太
鼓
保

存
会
に
よ
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
出
に
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
縁
日
広
場

で
は
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
や
ダ
ー
ツ
、
ス
マ
ー

ト
ボ
ー
ル
が
並
び
、
吹
き
矢
の
体
験
会
も

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
団
体

の
出
し
物
あ

り
、
食
べ
物

販
売
あ
り

と
、
た
く
さ

ん
の
方
が
関

わ
っ
て
成
功

裏
に
終
え
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら

の
大
雨
で

フ
ィ
ナ
ー
レ

に
取
っ
て
お
い
た
花
火
が
で
き
ず
残
念
で

し
た
が
、
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
大
笑
い
、

ク
レ
ヨ
ン
さ
ん
で
も
大
笑
い
と
、
来
場
者

全
員
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ま
つ
り
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究

大
会
in
京
都
伊
根
に
参
加
！

　

10
月
12
、
13
日
の
両
日
、
京
都
府
伊
根

町
で
、
伊
根
浦
地
区
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
全
国
大

会
が
開
か
れ
、
勝
山
市
の
エ
コ
協
か
ら
は

６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
船
に
乗
っ
て
２
３
０
あ
る
舟
屋

群
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
中

学
生
ガ
イ
ド
の
案
内
で
伊
根
浦
を
散
策

し
、
浦
嶋
伝
説
が
伝
わ
る
浦
嶋
神
社
、
龍

穴
、
曽
布
谷
次
郎
屋
敷
跡
を
訪
ね
ま
し
た
。

大
会
は
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
学
術
的

見
地
か
ら
深
く
掘
り
下
げ
て
見
つ
め
直
す

こ
と
が
で
き
る
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
の
全
国
大
会
は
、
平
成
26
年
10
月

11
・
12
日
に
勝
山
で
の
開
催
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
12

年
間
の
活
動
発
表
の
場
と
し
て
、
他
県
の

方
や
市
内
の
ま

ち
づ
く
り
団

体
、
市
民
活
動

グ
ル
ー
プ
、
市

民
の
皆
様
の
交

流
の
場
と
な
る

よ
う
、
現
在
準

備
を
進
め
て
い

ま
す
。

文
章　

エ
コ
協
広
報
部
会

問　

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会

事
務
局
（
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
87
‐
１
０
１
１
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障
が
い
の
あ
る
方
を
虐
待
か
ら
守
る
！

障
が
い
の
あ
る
方
を
虐
待
か
ら
守
る
！

〜
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
、
す
み
や
か
に
通
報
を
〜

　

周
り
の
人
が
小
さ
な
兆
候
を
見

逃
さ
ず
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

障
害
者
虐
待
の
特
徴
と
は

•
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う
る

• 

虐
待
を
し
て
い
る
人
に
、
虐
待

し
て
い
る
認
識
が
な
い
こ
と
が

あ
る

• 

虐
待
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
で

あ
る
と
認
識
で
き
ず
、
自
分
か

ら
被
害
を
訴
え
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
る

ど
ん
な
人
か
ら

　
　
　

虐
待
を
受
け
る
の
？

①
養
護
者
（
家
族
や
親
族
な
ど
）

②
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
な
ど

③ 

使
用
者
（
障
害
者
を
雇
っ
て
働

か
せ
て
い
る
事
業
主
な
ど
）

　障害者の虐待や養護者の支援に
関するご相談、お問い合わせは右
記までお願いします。

【日中（午前８時30分～午後５時15分）】
　問　福祉･児童課（すこやか内）☎87 ｰ 0777
【休日夜間（緊急通報のみ受付）】
　問　市役所（宿日直）☎88 ｰ 1111

虐待の区分とその具体例
区　分 具　　　体　　　例

身体的虐待 •暴力や体罰によって身体に傷やあざ、痛みを与える
•身体を縛りつけたり、過剰な投薬によって身体の動きを抑制する

性 的 虐 待 •性的な行為を強要する
•わいせつな言葉を発する

心理的虐待 •脅し、侮辱などの言葉を浴びせる
•仲間はずれや無視、嫌がらせなどによって精神的に苦痛を与える

ネグレクト
（放棄・放置） 

•食事や排泄、入浴、洗濯など身辺の世話や介助をしない
•必要な福祉サービスや医療や教育を受けさせない

経済的虐待
• 本人の同意なしに（あるいはだますなどして）財産や年金を使っ
たり、勝手に運用したりする
•本人が希望する金銭の使用を理由なく制限する 

障害者相談窓口・相談員のご紹介（敬称略）

◆勝山市障害者生活支援センター
　（すこやか内）☎87 ｰ 0600
　障がいのある方や児童、ご家族の方が安心し
て生活できるように、様々な相談に応じます。

◆障害者相談支援事業所

勝山市社会福祉協議会
障害者相談支援事業所

郡町1丁目
（すこやか内）

☎88 ｰ 1177

九頭竜相談支援事業所
（九頭竜ワークショップ）

旭町3丁目 ☎87 ｰ 3003

大日園相談支援事業所 荒土町松田 ☎89 ｰ 3210

◆障害者相談員
　障がいのある方やご家族の方の目線に立った
相談支援を行います。

・身体障害者相談員

酒井　智治 遅羽町大袋 ☎88 ｰ 2848

辻野　米夫 元町3丁目 ☎88 ｰ 2935

幅田　郁子 滝波町5丁目 ☎87 ｰ 0882

水谷　　修 村岡町浄土寺 ☎88 ｰ 3481

・知的障害者相談員

山内　正博 平泉寺町大渡 ☎87 ｰ 2407

hisho
環境10%
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福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

平
成
平
成
2626
年年

　
　

勝
山
市
成
人
式

　
　

勝
山
市
成
人
式

第第
3131
回
勝
山
左
義
長
お
は

回
勝
山
左
義
長
お
は

や
し
講
習
会
参
加
者
募
集

や
し
講
習
会
参
加
者
募
集

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
会

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
会

〜
誰
も
が
住
み
た
く
な
る

〜
誰
も
が
住
み
た
く
な
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
そ
う
！
〜

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
そ
う
！
〜

と　

き
▼
11
月
30
日
㈯
・

12
月
１
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ
▼
サ
ン
ド
ー
ム
福
井

内 　

容
▼
ス
ポ
ー
ツ
体
験
ブ
ー

ス
、
ア
ス
リ
ー
ト
・
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど

問　

福
井
県
新
国
体
推
進
課

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
７
７
２

平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

　
（
受
付　

正
午
〜
）

市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

第
１
部　

式
典　
（
午
後
１
時
〜
）

・「
新
成
人
の
声
」
優
秀
作
品
発
表

第
２
部　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
午
後
１
時
40
分
〜
）

第
３
部　

新
成
人
の
つ
ど
い

（
午
後
３
時
〜
）

・
恩
師
の
ご
紹
介
等

※ 

中
学
時
代
の
担
任
の
先
生
方
も

出
席
し
ま
す

　

新
成
人
の
皆
さ
ま
に
は
案
内
状

を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
万
が
一

届
い
て
い
な
い
場
合
は
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
外
に
住
民
票
を
移
さ

れ
た
方
で
、
成
人
式
へ
の
出
席
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
12
月
13
日

㈮
ま
で
に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
教
育
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
４

　

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
一

緒
に
左
義
長
ば
や
し
を
楽
し
く
学

び
ま
し
ょ
う
。

と 　

き
▼
12
月
２
日
〜
２
月
10
日

の
毎
週
月
曜
日
（
12
月
30
日
は

休
み
、
全
10
回
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

※ 

初
日
は
午
後
７
時
か
ら
開
講
式

を
行
い
ま
す

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

ほ
か

対　

象
▼
太
鼓
（
小
学
生
以
上
）

　

三
味
線
・
笛
（
中
学
生
以
上
）

※ 

経
験
者
コ
ー
ス
あ
り
、
小
学
３

年
生
以
下
は
親
子
で
の
参
加

費　

用
▼
無
料
（
要
申
込
）

そ
の
他
▼
三
味
線
の
貸
し
出
し
可

（
数
に
限
り
あ
り
）

※ 

笛
、
太
鼓
バ
チ
は
各
自
で
ご
用

意
く
だ
さ
い

申 
・
問　

㈳
勝
山
観
光
協
会

☎
87
‐
１
２
４
５

と　

き
▼
12
月
７
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か

　
　
　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

内 　

容
▼
活
動
発
表
、
講
演
会
、

ふ
る
さ
と
料
理
の
試
食
会

演 　

題
▼
『
よ
そ
も
の
』
の
ぼ
く

が
ほ
れ
た
勝
山
の
宝　

―
平
泉

寺
か
ら
ゆ
め
お
ー
れ
ま
で
―

定　

員
▼
25
人
（
要
申
込
）

申 
・
問　

明
日
の
勝
山
を
築
く
市

民
運
動
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

☎
88
‐
８
１
１
４

勝山左義長まつり

第２回第２回

絵行燈用川柳を全国公募！絵行燈用川柳を全国公募！
　昨今の世間の話題、政治や社会問題、吉祥干支にち
なんだ川柳を募集します。（自作未発表作品のみ）
　なお入賞作品は絵行燈になり、左義長まつり当日に
飾られます。

応 募規定▶応募要項をご覧のうえ、ハガキ、メールまたは応募用紙に作品、
住所、氏名、電話番号などを明記し、下記までご応募ください
応募先▶〒911-8501 勝山市元町1－1－1　勝山市役所観光政策課　宛
　E-mail　kankou@city.katsuyama.lg.jp
　URL:http://www.city.katsuyama.fukui.jp/kankou/andon/top.htm
応募締切▶平成26年1月10日㈮（消印有効）
その他▶入賞作品の著作権は勝山市に帰属します
申・問　勝山左義長まつり実行委員会（市役所２階　観光政策課内）
　　　　☎88 ｰ 8117
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各 種 お 知 ら せ

審
議
会
委
員
の
公
募

審
議
会
委
員
の
公
募

一
般
廃
棄
物

一
般
廃
棄
物

　
　

収
集
運
搬
業
務

　
　

収
集
運
搬
業
務

委
託
説
明
会

委
託
説
明
会

市
内
中
小
事
業
者
向
け

市
内
中
小
事
業
者
向
け

　

年
末
資
金
融
資
相
談
会

　

年
末
資
金
融
資
相
談
会

平
泉
寺
飲
食
物
開
発
事
業

平
泉
寺
飲
食
物
開
発
事
業

委
託
業
務
の
公
募

委
託
業
務
の
公
募

「
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
」

「
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
」

事
後
評
価
原
案
の
公
表

事
後
評
価
原
案
の
公
表

　

広
く
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
審
議
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

①
勝
山
市
総
合
行
政
審
議
会

勝
山
市
総
合
計
画
に
関
す
る
事

項
お
よ
び
勝
山
市
の
重
要
事
項

等
、
市
の
政
策
推
進
等
に
関
す

る
こ
と

②
勝
山
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

勝
山
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
お
よ
び
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
関
す
る
重
要
事
項
の
調
査

審
議
等
に
関
す
る
こ
と

募
集
人
数
▼
①
②
と
も
男
女
１
名

（
計
２
名
ず
つ
）

任 　

期
▼
２
年
（
平
成
26
年
１
月

下
旬
に
委
嘱
予
定
）

会　

議
▼
年
４
回
程
度

（
平
日
の
夜
に
開
催
予
定
）

応 

募
方
法
▼
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
持
参
、
郵
送
、

メ
ー
ル
に
て
担
当
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い

募
集
締
切
▼
12
月
４
日
㈬

※ 

募
集
要
領
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す

申 
・
問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所

２
階
）　

☎
88
‐
１
１
１
５

　
「
燃
や
せ
る
ご
み
・
燃
や
せ
な

い
ご
み
・
資
源
ご
み
・
特
殊
ご
み
・

硬
質
ご
み
」
の
収
集
運
搬
業
務
に

つ
い
て
、
受
託
を
希
望
す
る
業
者

（
法
人
ま
た
は
個
人
）
向
け
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
11
月
20

日
㈬
ま
で
に
環
境
政
策
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

と　

き
▼
11
月
22
日
㈮

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜

と
こ
ろ
▼
市
役
所　

第
３
会
議
室

委
託
者
数
▼
計
３
業
者

①
燃
や
せ
る
ご
み
・
資
源
ご
み

　
　

２
業
者

②
燃
や
せ
な
い
ご
み
・
資
源
ご
み

　

特
殊
ご
み
・
硬
質
ご
み

　
　

１
業
者

委 
託
期
間
▼
平
成
26
年
４
月
１
日

㈫
〜
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯

（
５
年
間
）

※ 

申
請
資
格
に
は
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
と
の
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き
▼
11
月
27
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
▼
勝
山
商
工
会
館

※ 

相
談
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問　

勝
山
商
工
会
議
所

☎
88
‐
０
４
６
３

業 

務
内
容
▼
①
平
泉
寺
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
、
地
場
農
産
物
を
活

用
し
た
調
理
品
、
加
工
品
の
研

究
・
開
発
②
試
食
会
、ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
③
調
理
品
、
加
工
品
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
研
究

④
販
売
手
法
や
価
格
設
定
の
検

討
⑤
市
内
で
の
テ
ス
ト
販
売

業
務
期
間
▼
契
約
締
結
日
〜

平
成
26
年
３
月
31
日
㈪

委
託
業
務
限
度
額
▼
１
２
０
万
円（
税
込
）

参 

加
要
件
▼
お
お
む
ね
１
年
以
上

の
活
動
実
績
が
あ
り
、
３
人
以

上
で
構
成
し
、
そ
の
半
数
以
上

が
市
内
在
住
か
通
勤
通
学
し
て

い
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ

申 

込
方
法
▼
申
込
書
や
代
表
者
の

納
税
証
明
書
等
を
未
来
創
造
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

参
加
申
込
期
限
▼
12
月
６
日
㈮

企 

画
提
案
書
提
出
期
限
▼

　

12
月
16
日
㈪　

午
後
５
時
必
着

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
会

と　

き
▼
12
月
18
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
▼
市
役
所　

第
２
会
議
室

※ 

実
施
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す

申 
・
問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所

２
階
）　

☎
88
‐
１
１
１
５

　

平
成
21
年
度
か
ら
５
年
間
、
勝

山
駅
や
散
策
路
、
消
雪
な
ど
の
整

備
を
進
め
て
き
た
「
第
２
期
都
市

再
生
整
備
計
画
事
業
（
旧
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
）」。
こ
の
事
業
が
も

た
ら
し
た
成
果
等
を
客
観
的
に
検

証
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
事
後
評
価
を
行

う
た
め
、
事
後
評
価
原
案
を
公
表

し
、
ご
意
見
を
受
け
付
け
ま
す
。

公
開
期
間
▼
11
月
28
日
㈭
ま
で

公 

表
場
所
▼
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
都
市
政
策
課

提 

出
方
法
▼
都
市
政
策
課
へ
持

参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど

受
付
締
切
▼
11
月
28
日
㈭

問 　

都
市
政
策
課
（
市
民
会
館
２

階
）
☎
88
‐
８
１
０
８

　犯罪被害を受けた方たちがその心の傷と向き合うと
き、周囲の人々との繋がりは、かけがえのない支えと
なります。
　お互いの思いやりの気持ちを軸に、地域社会が一体
となった支援環境づくりを目指しましょう。

11月25日㈪～12月１日㈰は

「犯罪被害者週間」 支える手
寄り添う心
あなたから

内閣府犯罪被害者等施策ホームページ
http://www8.cao.go.jp/hanzai/index.html
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政策基本目標の外部評価答申
■11月6日　市役所

　第５次勝山市総合計画に基づく平成24年度の政策
基本目標について、勝山市総合行政審議会による審
議を経て、和田章仁会長から外部評価として答申を
受けました。

にぎわうシルバーフェスタ
■10月27日　ゆめおーれ広場

　勝山市シルバー人材センター主催のシルバーフェ
スタが開催されました。会員さんが作った野菜など
を求めて、多くの人が訪れていました。

「アートで観る聴く白山平泉寺」開催
■11月８日　市民会館

　白山平泉寺を世界遺産にすることをコンセプトに、
日本画家の坂井昇さんと、ピアニストのAricoさんに
よる平泉寺をイメージした絵画と演奏が披露されま
した。坂井さんの作品は、まほろばに展示される予
定です。

幻想的なイルミネーション点灯
■10月27日～　ゆめおーれ勝山

　今年もゆめおーれ勝山では、イルミネーションが
点灯されています。昨年の２倍のLEDを使用し、微
妙な色の変化が楽しめます。来年２月の勝山左義長
まつりまで点灯されます。

綿花から糸紡ぎ体験
■10月31日　ゆめおーれ勝山

　北郷小学校３年生が、春に種をまいて育てた綿花
を収穫し、種取り、綿打ち、糸紡ぎをしました。そ
の後、でき上がった糸でコースターを作りました。

市民総合文化祭にぎやかに開催
■10月26・27日　教育会館・市民会館

　第49回勝山市民総合文化祭が開かれ、絵画や写真、
アレンジフラワーなど、様々な作品が展示されまし
た。市民会館では、ステージ発表が盛大に行われま
した。
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ジオパーク鳥瞰図が完成
■10月８日　市役所

　日本ジオパークに認定されている勝山市を立体的な
地図にした「ジオアート」が完成し、お披露目されま
した。「ジオアート」は、恐竜博物館やゆめおーれ勝
山などで販売しています。

勝山市文化講演会が開催
■10月12日　市民会館

　勝山市文化協会主催の文化講演会が開催され、テ
レビの司会等でお馴染みの草野仁さんが「いつもチャ
レンジ精神で」と題して講演を行いました。

満開！コスモスまつりが開催
■10月13日　野向町薬師神社周辺

　野向町まちづくり推進委員会が育てた約50万本の
コスモスが見頃を迎え、第９回のむきコスモスまつ
りが開催されました。訪れた人たちは、見事なコス
モス畑に見入っていました。

秋季消防訓練行われる
■10月13日　北谷町

　秋季消防訓練が北谷町北六呂師周辺で行われ、さ
くら荘では２階から入所者を避難させる訓練や、消
防団による操法が披露されました。

市営温水プールがリニューアル！
■10月14日　市営プール

　給排水設備などを更新した勝山市営温水プールの
リニューアルオープン式典が行われました。
　式典後は、シンクロナイズドスイミングの講習が
行われました。

繊維に触れる　せんいまつり開催！
■10月13日　ゆめおーれ勝山

　勝山繊維協会主催のせんいまつりが開催され、染
色を体験するコーナーなど、繊維に関するいろいろ
な催し物が行われました。
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畑
将
軍
戦
死
之
地

　

碑
の
表
面
は
戦
死
之
地
と
な
っ
て
い
る

が
、
畑
時と
き
よ
し能
の
人
物
碑
で
あ
る
。「
歴
史

の
散
歩
道
」（
９
）
で
既
に
時
能
は
紹
介

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
履
歴
に
つ
い
て

は
省
く
。

　

時
能
に
か
か
わ
る
碑
は
、
北
郷
町
伊
知

地
を
中
心
に
何
基
か
見
ら
れ
、
上
志
比
村

慶
妙
寺
に
も
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
碑
は
、
鷲
ヶ
岳
の
山
頂
に
大
正
８

年
（
１
９
１
９
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
山
頂
か
ら
は
福
井
平
野
が
一
望
で

き
、
九
頭
竜
川
、
勝
山
の
町
を
俯ふ

瞰か
ん

し
遠

く
白
山
の
霊
峰
を
拝
む
こ
と
も
で
き
る
。

　

碑
を
建
設
し
た
の
は
麓
の
北
郷
村
と
、

吉
田
郡
浄
法
寺
村
の
青
年
会
で
あ
る
。
時

能
戦
死
の
地
で
あ
り
、
先
に
述
べ
た
景
観

も
考
慮
し
て
こ
の
地
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ

う
。
表
に
は「
畑
将
軍
戦
死
之
地
」と
あ
り
、

左
側
に
「
陸
軍
中
将
渡
邊
満
太
郎
書
」
と

記
さ
れ
、
彼
は
後
に
陸
軍
獣
医
学
校
の
校

長
を
勤
め
た
。

　

碑
文
は
『
大
日
本
史
』
か
ら
引
用
さ
れ

裏
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
時
能
が
新
田
義

貞
に
従
っ
て
戦
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
始

め
て
、
鷲
ケ
岳
で
戦
死
す
る
ま
で
の
経
緯

を
漢
文
で
記
す
。
後
半
に
は
碑
を
建
て
る

に
至
っ
た
理
由
も
記
し
て
い
る
。
大
正
４

年
に
大
正
天
皇
の
即
位
式
が
あ
り
、
時
能

に
対
し
正
四
位
が
追
賞
さ
れ
、
こ
の
こ
と

が
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

即
位
式
は
皇
位
を
継
承
し
た
こ
と
を
内

外
に
示
す
儀
典
で
、
11
月
10
日
に
京
都
御

所
で
行
わ
れ
た
。
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る

大
嘗
祭
に
併
せ
て
行
わ
れ
、
一
連
の
儀
式

を
御
大
典
と
も
称
し
た
。

　

な
お
、
市
内
に
は
こ
の
年
に
青
年
会
が

主
体
と
な
っ
て
御
大
典
記
念
碑
を
建
て
て

い
る
例
が
、
か
な
り
見
ら
れ
る
。

市
史
編
纂
室　

山
田
雄
造

「ルリユール」
「おいしい

ほしがき」
「字幕屋に「、」

はない」
～字幕はウラが

おもしろい～
村山　早紀／著

ポプラ社 ひさかたチャイルド
太田　直子／著
イカロス出版

　クラウディアは腕のよいルリユール（製
本）職人。ある日、彼女のもとに少女が
弟子入りすることになり…。魔法のような
手技を持つ製本職人と弟子の少女がくり
ひろげる、本を愛するひとの美しく不思議
な物語。

　古くからある保存食、干し柿。そのまま
では食べられない渋柿を甘くておいしい食
べ物に変える方法には、昔ながらの知恵
がつまっている。渋柿の皮をむいて、美味
しい干し柿にするまでを写真で紹介。作り
方を見ながら、おうちでも挑戦してみよう。

　普段、何気にお世話になっている映画
の日本語字幕。その哀しくもおかしい制作
秘話を紹介。近年読解力が低下したとさ
れる若者向けに、言葉のレベルを下げざ
るを得ない苦労話から、誤訳、持論まで・・。
映画より面白いかも？

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成25年10月末 前年比

総件数 401件 －15件

　人身事故
（うち高齢者）

40件
（11）

－21件
（－11）

　　死　者
（うち高齢者）

1人
（1）

－1人
（0）

　　傷　者 42人 －30人

　物損事故 361件 6件

11月の納税

９月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 10月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,111人 7 －6 1 17 －26 －9 12,103人 －8人
女 13,269人 9 －17 －8 19 －25 －6 13,255人 －14人
合　計 25,380人 16 －23 －7 36 －51 －15 25,358人 －22人
世帯数 8,104世帯 8,110世帯 6世帯

人口の動き

国民健康保険税▶第３期
納期限▶12月２日㈪　　口座振替▶11月26日㈫

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪６
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青
少
年
健
全
育
成
啓
発

青
少
年
健
全
育
成
啓
発

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
の
ご
紹
介

入
賞
者
の
ご
紹
介

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

金
賞
▼
大
森
涼
香（勝

山
南
部
中
１
）

松
井
涼
太
（
勝
山
北
部
中
３
）
宮

腰
亜
佑
（
勝
山
南
部
中
２
）
澤
虹

華
（
北
郷
小
６
）
畑
中
萌
佳
（
荒

土
小
５
）
朝
日
爽
太
（
成
器
南
小

４
）
髙
野
菜
々
（
北
郷
小
１
）

銀
賞
▼
山
内
郁
香
（
勝
山
南
部
中

３
）
池
田
早
矢
果
（
勝
山
中
部
中

３
）
畑
中
玲
那
（
勝
山
北
部
中
３
）

渡
未
来
（
勝
山
北
部
中
２
）
笹
村

明
日
香
（
勝
山
南
部
中
１
）
斎
藤

藍
（
三
室
小
６
）
小
川
彩
花
（
村

岡
小
３
）
小
林
紗
彩
（
成
器
南
小

３
）

銅
賞
▼
雲
竜
笙
子
、出
口
ひ
な（
勝

山
南
部
中
３
）
玉
木
朱
音
、
吉
田

妙
夏
（
勝
山
北
部
中
３
）
酒
井
夏

瑞
、
宮
本
美
紗
季
（
勝
山
南
部
中

２
）
竹
内
幸
輝
（
勝
山
北
部
中
２
）

木
下
萌
音
、
齋
藤
日
和
、
前
田
杏

菜
、山
中
美
紀
（
勝
山
南
部
中
１
）

小
田
桐
奈
海
（
三
室
小
６
）
川
村

文
音
、北
川
雄
一
郎
（
村
岡
小
３
）

小
林
若
菜
（
北
郷
小
３
）
谷
口
莉

依
、
渡
芽
生
（
荒
土
小
２
）

※ 

当
コ
ン
ク
ー
ル
は
勝
山
市
・
大

野
市
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に

行
わ
れ
た
も
の
で
、
勝
山
市
の

入
賞
者
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す

勝山市水道事業業務状況（上半期）
期間　平成25年４月１日～９月30日

【業務の概要】
　上半期の給水量は124万㎥（前年度比△3.31％）、
給水収益は１億7,288万円（前年度比△2.59％）で、
給水量、給水収益とも前年度より減額となりまし
た。
　給水量は家庭用、営業用等の大口需要家ともに
減少し、給水収益は家庭用が前年度とほぼ同じで
あるのに対し、営業用等の大口需要家は大きく減
少しています。

【事業の概況】
　市民の日常生活の基盤として安全で清浄な水の
供給を図るため、上水道第８次拡張事業計画に基
づき、拡張および改良事業を実施しています。
　上半期の建設改良工事および業務委託の契約状
況は2,626万８千円で、主な事業は次のとおりです。
◆拡張事業
•市道６－33号線ほか配水管布設

（郡町３丁目地係）
◆改良事業
•片瀬配水池残留塩素計取替（片瀬町地係）
•赤尾配水池配水流量計更新（平泉寺町赤尾地係）
•法恩寺膜モジュール取替（勝山市170字地係）
問　上下水道課（市民会館２階）☎88 ｰ 8109 

宝くじの助成金で
コミュニティ活動の
備品を整備しました

【西光寺区】
　地区の秋祭りやイベントで活
用し、住民同士の交流と地域活
性化のため、アルミステージと
掲揚柱を整備しました。

【片瀬区】
　地区の伝統芸能の継承と発展を軸に地域活性化
を図るため、太鼓や篠笛、三味線、獅子舞、「浦
安の舞」衣装、音響装置を整備しました。


